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質問者（議員名） 小屋敷 孝 議員 

発言事項 ３ 教育行政について 

発言の要旨 
小中学校の適正配置について 

ア 進捗状況について 

質問内容 小中学校の適正配置事業の進捗状況について伺いたい。 

答弁者  □ 市長  ■ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要） 

○ 当市では、児童生徒の教育環境の充実を最大の目的として、平成 20年度か

ら市立小中学校の適正配置の検討に取り組んできた。 

○ 平成 23 年７月には、適正配置の全体的な考え方や進め方を示す「基本方針」

と、各学校区の適正配置の方向性を示す「検討課題」を策定し、短期・中期・

長期のうち、これまで、早急に解決すべき短期検討課題について、保護者や地

域住民と十分な情報共有と丁寧な話し合いを重ねてきた。 

○ その結果、美保野中学校が昨年４月１日に東中学校と統合したほか、来年４

月１日には、是川東小学校が是川小学校と、松館小学校が新井田小学校と、そ

れぞれ統合することが決定している。 

○ また、来年度末に南郷区の市野沢小学校、中野小学校、鳩田小学校の３校が

閉校した上で、平成 28年４月１日には、市野沢小学校の校舎を活用して、新

たに南郷小学校の開校が決定している。 

○ さらに、平成 29 年４月１日には、白山台小学校の教室不足解消による、教

育環境の改善を目指して、（仮称）第二白山台小学校の開校が決定している。 

担当課 学校教育課 

 

 
◎再質問  

再質問の有無  □ 有   ■ 無 

質問内容（概要） 
 

 

答弁者  □ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要） 
 

 

◎要望  

要望の有無  □ 有   ■ 無 

発言内容（概要） 
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質問者（議員名） 小屋敷 孝 議員 

発言事項 ３ 教育行政について 

発言の要旨 
小中学校の適正配置について 

イ 統合後の支援について 

質問内容 統合により、閉校が決まった学校への支援について伺いたい。 

答弁者  □ 市長  ■ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要） 

○ これまで地域コミュニティの中核であった学校が閉校になるということは、

子どもたちの心情面などに大きな影響を与えるばかりでなく、保護者や地域住

民にとっても、今後に対する不安や心配があるものと認識している。 

○ 市教委としては、統合する学校との事前交流学習を充実するなど、統合によ

って戸惑いが生じないよう、学校と連携して、子どもたちをサポートしていき

たい。 

○ また、議員御案内のとおり、子どもたち一人ひとりが、母校の歴史を誇りに

思い、未来にわたって記憶に留めることができるよう、資料室の設置について

も検討していく。 

○ 併せて、統合によって、保護者や地域住民から御要望をいただいている通学

手段の確保や校舎等の利活用についても、しっかりと支援していきたい。 

担当課 学校教育課 

 

 
◎再質問  

再質問の有無  □ 有   ■ 無 

質問内容（概要） 
 

 

答弁者  □ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要） 
 

 

◎要望  

要望の有無  □ 有   ■ 無 

発言内容（概要） 
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質問者（議員名） 小屋敷 孝 議員 

発言事項 ３ 教育行政について 

発言の要旨 
小中学校の適正配置について 

ウ 今後の取り組みについて 

質問内容 小中学校の適正配置事業の、今後の取り組みについて伺いたい。 

答弁者  □ 市長  ■ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要） 

○ 当市の適正配置事業は、南郷区の３小学校の統合が決定したことをもって、

短期検討課題の解決に概ね目処が付いた。 

○ 今後は、中期検討課題の解決に向けて、保護者や地域住民との話し合いを進

めていきたい。 

担当課 学校教育課 

 

 
◎再質問  

再質問の有無  ■ 有   □ 無 

質問内容（概要） 

中期検討課題の中でも、兼ねてから地域団体等から（仮称）第二青潮小学校の

建設について要望書が出されている「湊・東中学校地区」の課題に、優先的に取

り組んでいただきたいが、教育長の考えを伺いたい。 

答弁者  □ 市長  ■ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要） 
要望内容を踏まえ、まずは、「湊・東中学校地区」については、年度内を目処

に、保護者や地域住民との第１回目の意見交換会を開催したい。 

◎要望  

要望の有無  ■ 有   □ 無 

発言内容（概要） 

湊小学校の児童数は減少傾向にある。また、青潮小学校の児童数は、湊高台地

区は増加傾向にあるが、それ以外の地区は減少傾向にある。このことから湊小学

校と青潮小学校を一体的に考えていくべきであると思われる。 

 湊高台地区を新たな文教地域と考えて、児童の通学の安全性を考慮し早期に小

学校を建設していただきたい。 
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質問者（議員名） 小屋敷 孝 議員 

発言事項 ４ 是川公民館の建てかえについて 

発言の要旨  今後の進め方について 

質問内容 
是川公民館の建てかえについて、地域からどのような要望が寄せられているの

か、また、国有地取得や今後のスケジュール等今後の進め方について伺いたい。 

答弁者  □ 市長  □ 教育長  ■ 部長 

答弁内容（概要） 

平成 25 年度に耐震診断を行い、是川公民館については、倒壊・崩壊の危険性

があるとの診断結果であったので、施設の老朽化を考慮し、建替えることとした。 

地区町内会長に向けての診断結果の説明会を実施。説明会の席で、建替えの際

には、公民館活動の継続と駐車場拡張のため公民館裏の敷地を購入し、当該地に

建替えして欲しいとの要望があった。 

拡張予定地には、国土交通省の土地が含まれており今後も関係機関と取得に向

け協議していく。 

今後は館公民館、江陽公民館の建替えの進捗状況を考慮しながら、順次、用地

取得、設計、新公民館建設工事を行い、建替え期間中も公民館活動を継続できる

よう、建替え終了後に現公民館解体工事を行う予定である。 

建替えに当たっては、避難所機能を向上させるとともに、生涯学習及び地域づ

くり活動の拠点として整備する。 

担当課 社会教育課 

 

 

◎再質問  

再質問の有無  □ 有   ■ 無 

質問内容（概要） 
 

 

答弁者  □ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要） 

 

 

 

 

◎要望  

要望の有無  ■ 有   □ 無 

発言内容（概要） 

・是川地区の歴史をさらに掘り下げたガイドブック作成をするなど、地域活動の

拠点となっていることもあり、駐車スペースの拡大、公民館活動を切れ目なく行

えるように建設を進めてほしい。 
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質問者（議員名） 島脇 一男 議員 

発言事項 ２ オオハンゴンソウ駆除について 

発言の要旨 (1) 今年度の駆除状況について 

質問内容 今年度のオオハンゴンソウ駆除状況を伺いたい。 

答弁者  □ 市長  □ 教育長  ■ 部長 

答弁内容（概要） 

名勝種差海岸における今年度の駆除は、５月から 10 月にかけて、貴重な植物

群落が分布する場所に近い、鮫角灯台から釜の口にかけての区域を重点的に行っ

ている。 

これらは、ボランティアと業者委託の二つの形態で実施しており、ボランティ

アによる駆除は、８団体により作業日数延べ８日、延べ 312 人が作業に携わり、

約３万本を駆除している。 

また、業者委託による駆除は、作業日数４日、延べ 23人で約１万６千本を駆

除している。 

このほかに、環境省によるグリーンワーカー事業でも駆除が実施されており、

これらの駆除活動によって、オオハンゴンソウの拡大防止と在来植生の保護が図

られている。 

担当課 社会教育課 

 

 

◎再質問  

再質問の有無  □ 有   ■ 無 

質問内容（概要） 
 

 

答弁者  □ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要） 

 

 

 

 

◎要望  

要望の有無  □ 有   ■ 無 

発言内容（概要） 
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質問者（議員名） 島脇 一男 議員 

発言事項 ２ オオハンゴンソウ駆除について 

発言の要旨 (2) 来年度以降の取り組みについて 

質問内容 来年度以降の駆除の取り組みについて伺いたい。 

答弁者  □ 市長  □ 教育長  ■ 部長 

答弁内容（概要） 

 これまでの取り組みによって、拡大を未然に防ぐだけでなく、市民の意識が高

まったことにより、ボランティア活動が年々増加している。 

 このことから、業者委託による駆除を継続するとともに、さらなる周知を図っ

てボランティア活動も継続していただけるよう体制の充実に努めていく。 

 また、グリーンワーカー制度を引き続き実施するよう環境省へお願いするとと

もに、あらゆる機会を捉えて対策に取り組んでいく。 

担当課 社会教育課 

 

 

◎再質問  

再質問の有無  ■ 有   □ 無 

質問内容（概要） 
種差海岸のオオハンゴンソウの分布調査は行っていると思うが、それに基づい

て計画的に駆除は行われているか。 

答弁者  □ 市長  □ 教育長  ■ 部長 

答弁内容（概要） 

分布調査を行って最新の情報の把握に努め、その結果に基づき、毎年、貴重な

場所を最優先に駆除を実施してきている。 

 これまでの駆除により、地上における分布範囲は縮小してきているが、地下に

残る種子や根の破片からも再生することから、根絶にはいたっていない。 

 駆除には膨大な労力と予算が必要なため、効率的な駆除方法と緊急性の高い駆

除場所を選択し、地域のご理解ご協力を求めながら、継続的に実施していく。 

◎要望  

要望の有無  ■ 有   □ 無 

発言内容（概要） 

・市の委託事業について、長期計画に基づく予算規模拡大を要望。 

・全国の防除活動関係者を集め、八戸でシンポジウム等を開催してほしい。 

・県、国のモデル事業として採択されないか検討してほしい。 

・オオハンゴンソウについて、市長から一言お願いしたい。 

市長：これまで相当の予算と労力をかけ努力し、成果が上がっていると聞いて

いる。財源の問題から少し手薄ではとの懸念の指摘と受け止める。関係

者、ボランティアの協力も得ながら、根絶に向けた努力を継続したい。 

 



 

7 

質問者（議員名） 島脇 一男 議員 

発言事項 ３ 教育行政について 

発言の要旨 いじめ対策について 

質問内容 
市内小・中学校の「学校いじめ防止基本方針」は策定されているのか伺いたい。 

また、学校の実情にあった具体的な取組になっているか伺いたい。 

答弁者  □ 市長  ■ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要） 

○ 平成 25 年９月に施行された「いじめ防止対策推進法」により、市内小・

中学校では、「学校いじめ防止基本方針」の策定を平成 26 年 3 月までに終え

ている。 

○ 各校の「学校いじめ防止基本方針」では、「いじめ防止の指導体制・組織

的対応」「いじめの早期発見」等を明記し、児童生徒の実態に即した内容で

作成されており、いじめ未然防止に向けた取組が進められている。 

○ 今年７月、各校に文部科学省から「いじめのない学校づくり：点検と見直

し」のリーフレットが配布された。 

○ 市教育委員会では、各校がリーフレットを基にこれまでの取組や計画の点

検、見直しを進めるのを見届けるとともに、これまでも市教育委員会が独自

に行ってきた「いじめ問題への取組に対する点検」を実施し、「学校いじめ

防止基本方針」が更に実効性のあるものになるよう指導・助言していく。 

担当課 教育指導課 

 

 

◎再質問  

再質問の有無  ■ 有   □ 無 

質問内容（概要） 

〇各校の「学校いじめ防止基本方針」策定に、保護者の参画があったか。また、

保護者、地域住民への周知、協力体制はどのように行われているか。もし、重

大事態の申し出があった場合、対処の体制はどのようになっているのか。 

答弁者  □ 市長  ■ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要） 

〇 各校の「学校いじめ防止基本方針」策定については、昨年度末の作成であり、

保護者の参画は非常に難しかったと聞いている。 

○ 各校では今年度中に点検、見直しを行うことにしており、現在地域学校連携

協議会の方々をはじめ、保護者の意見も取り入れた作業が行われている。 

〇 また、保護者、地域住民への周知ですが、保護者参観日での説明、学校だよ

りでの紹介、学校ホームページ等への掲載により、保護者・地域住民とともに

子どもたちの見守り、いじめの未然防止・早期発見への協力を呼びかけている。 

〇 重大事態が発生した場合は、各校とも調査の中心となる「いじめ対策委員会」

を設置して対応することとしている。 

〇 また、市教育委員会としても、第三者委員会等の附属機関設置に向け、条例

の制定を検討しているところである。 

◎要望  

要望の有無  ■ 有   □ 無 

発言内容（概要） 
〇 学校いじめ防止基本方針策定には、ぜひ保護者の参画を図るよう努めてほし

い。 

 


